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液体︖気体︖ 
「超臨界流体」で新ナノ素材開発 
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０度まで冷やすと水は氷になり、１００度まで加熱すると沸騰して気体になる。個体、液体、気体。物質には３つの状態があります。この物質の３態以
外に、実は物質には別の表情があることが明らかになっています。気体と液体の中間の状態、「超臨界流体」です。水の場合は 374℃、218気圧。温度と
圧力の条件によって、「超臨界流体」の状態が出現します。液体のようにものを溶かすことができ、なおかつ気体のように拡散する。 
福岡工業大学の松山清・准教授の研究室では、液体と気体の両方の性質を併せ持つ「超臨界流体」を用いて様々な新しいナノテクノロジー技術の
開発に取り組んでいます。私たちの身の回りの化粧品や食品、農業、電気自動車の電池開発への応用など、様々な企業と共同で超臨界流体を生かし
た松山研究室のナノテク技術は様々なイノベーションの基盤になっています。研究の進展にご注目下さい。 

液体と気体の中間。超臨界流体 
（二酸化炭素︓31℃・72.8気圧） 

「液体」の状態の物質 
（二酸化炭素︓炭酸ガス） 

「超臨界流体」の密度は液体に近く、溶媒として様々な物質を溶かすことが出来ます。一方で粘性は気体に近く、分子が活発に運動しており、拡散しやす
い性質も持っています。このため、液体の状態では溶けない物質を溶かして、浸透しない場所にいきわたらせることが出来るようになります。また、有機溶
媒の代わりになるため環境にも優しく、身に着けるものや食品にも応用が可能です。 

活用される「超臨界流体」：ムラなく輝くファンデ―ション 

大手化粧品会社が販売する「ファンデーション」にも松山研究室の「超臨界流体」の技術が生かされています。 
ファンデーションの粉は電子顕微鏡で拡大すると板のような形をしています。その粒子の表面は良く見ると・・・ さらに小さな（約１０万分の６ミリ）金属の
微粒子によってコーティングされています。このコーティングには「超臨界流体」が不可欠。微粒子は拡散性の高い「超臨界流体」に溶かして粉の表面にコ
ーティングすることで、偏りなく分散します。これによりどの角度からの光も均一に反射させるムラのないファンデーションが出来るのです。 

拡大したファンデーションの粒 
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